
き
た
と
い
う
。

　
防
災
と
地
域
と
の
連
携
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業

に
専
従
す
る
愛
媛
大
学
防
災
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
の
中
島
さ
ん
は
、「
ど

ん
な
取
り
組
み
も
継
続
し
て
い
く
こ
と
、
顔
が
見
え
る
関
係
を
築
く
こ

と
が
大
切
」と
挙
げ
る
。
平
成
30
年
の
西
日
本
豪
雨
災
害
で
大
き
な
被
害

を
受
け
な
が
ら
１
人
の
犠
牲
者
も
な
か
っ
た
松
山
市
高
浜
地
区
で
は
、

日
頃
か
ら
の
防
災
研
修
の
成
果
に
よ
り
地
域
住
民
同
士
の
連
携
と
声
掛

け
が
で
き
る
関
係
が
あ
っ
た
と
い
う
。
行
政
と
地
域
住
民
の
連
携
に
つ

い
て
も
、
例
え
ば
自
主
防
災
組
織
か
ら
の
要
望
に
応
え
て
行
政
職
員
が

地
域
の
会
議
に
参
加
し
て
話
を
す
る
な
ど
、
日
頃
か
ら
信
頼
関
係
を
築

く
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
。

　
ま
た
、
今
回
の
防
災
ま
ち
歩
き
の
よ
う
に
、
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
中
で
も
、「
子
ど
も
た
ち
」に
焦
点
を
当
て
る
意
義
に
つ
い
て
は
、「
将

来
に
わ
た
り
活
躍
す
る
地
域
防
災
の
担
い
手
を
作
る
こ
と
を
目
標
に
し

て
い
る
」と
言
う
。

　
代
表
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
松
山
市
立
の
中
学
１

年
生
約
４
０
０
０
名
全
員
が
参
加
す
る
、
災
害
時
の
自

分
や
家
族
の
避
難
行
動
を
決
め
る「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
」作
成
授
業
の
実
施
が
あ
る
。
授
業
を
受
け
た
生

徒
は
さ
ら
に「
と
ど
け
！
命
の
は
が
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
も
取
り
組
み
、
自
分
の
家
族
や
大
切
な
人
に
向
け
て

授
業
で
学
ん
だ
自
然
災
害
か
ら
命
を
守
る
大
切
さ
を
は

が
き
に
書
い
て
送
る
。
家
庭
や
地
域
で
防
災
に
つ
い
て

考
え
る
最
良
の
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
災
害
時
に
自
分
自
身

が
率
先
し
て
行
動
で
き
る
子
ど
も
が
増
え
て
い
く
。
５
年

後
10
年
後
に
は
、
今
後
の
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
と

な
る
子
ど
も
た
ち
が
地
域
で
活
躍
す
る
姿
が
見
ら
れ
る

に
違
い
な
い
。
地
域
の
防
災
力
向
上
と
地
域
の
絆
を
深
め

る
取
り
組
み
と
し
て
、こ
れ
か
ら
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。

は
じ
め
に

　

津
山
市
城
西
地
区
の
住
民
自
治
組
織
「
城
西
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
」
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
住

み
慣
れ
た
地
域
で
よ
り
よ
い
生
活
を
送
る
た
め
の
地

域
福
祉
活
動
や
、
重
伝
建
地
区
の
寺
社
や
ま
ち
並
み
、

空
き
家
を
活
用
し
、
加
え
て
災
害
や
犯
罪
に
も
強
い

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
地
域
活
性
を
願

い
「
城
西
若
僧
会
」「
城
西
人
力
車
隊
」
も
結
成
し
、

資
金
的
に
自
立
し
た
地
域
活
動
を
続
け
て
い
く
た
め
、

ま
ち
の
駅
２
館
を
運
営
し
な
が
ら
、
住
民
主
体
で
見

守
り
支
え
合
え
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

活
動
内
容

　

津
山
市
城
西
地
区
は
、
津
山
城
西
部
に
位
置
し
、

町
人
町
と
寺
の
並
ぶ
寺
町
と
が
共
存
し
た
古
い
城
下

町
の
ま
ち
並
み
が
残
る
歴
史
あ
る
地
区
で
あ
る
。
令

和
２
年
に
は
国
よ
り
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
に
選
定
さ
れ
、
建
物
の
修
理
・
修
景
が
始
ま
り
、

市
内
外
か
ら
観
光
に
訪
れ
る
方
が
増
え
て
き
て
い

る
。
15
町
内
会
で
構
成
さ
れ
、
約
１
６
０
０
世
帯
人

口
約
４
０
０
０
人
が
暮
ら
す
ま
ち
で
あ
る
。
出
生
数

は
年
々
減
る
一
方
、
高
齢
化
率
は
36
％
を
超
え
、
少

子
高
齢
化
と
空
き
家
増
加
に
よ
り
、
城
西
地
区
の

メ
イ
ン
通
り
で
あ
る
旧
出
雲
街
道
は
人
通
り
が
減

り
、
ま
ち
に
活
気
や
賑
わ
い
が
薄
れ
て
い
く
懸
念
が

あ
る
。
住
み
慣
れ
た
地
域
に
暮
ら
し
続
け
て
い
く
た

め
、
こ
う
し
た
地
域
課
題
解
決
に
取
り
組
む
団
体
と

し
て
、
平
成
23
年
に
住
民
自
治
組
織
「
城
西
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
」
が
立
ち
上
が
り
、
地
域
課
題
解
決
の

柱
と
し
て
「
福
祉
部
会
」「
防
災
防
犯
部
会
」「
ま
ち

づ
く
り
部
会
」
の
３
部
会
を
作
り
、
連
合
町
内
会
や

地
域
福
祉
団
体
（
愛
育
委
員
・
民
生
委
員
・
老
人
会
・

青
壮
年
）
や
消
防
団
を
中
心
メ
ン
バ
ー
に
、
行
政
や

未就園児親子の子育てサロン
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教
育
施
設
、
福
祉
施
設
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
年
間

通
し
て
活
動
し
て
い
る
。

●
福
祉
部
会
の
活
動

　
福
祉
部
会
で
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
住

み
慣
れ
た
地
域
で
よ
り
よ
い
生
活
が
営
め
る
よ
う
地

域
福
祉
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
未
就
園

児
親
子
が
集
う
子
育
て
サ
ロ
ン
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」（
毎

週
火
曜
日
）、
小
学
生
対
象
の
学
習
支
援
と
体
験
活
動

「
ま
ち
ば
の
寺
子
屋
」（
毎
週
土
曜
日
）、
子
ど
も
食

堂
「
寺
子
屋
ラ
ン
チ
」（
第
２・
４
土
曜
日
）、「
高
齢

者
見
守
り
１
１
０
番
」（
随
時
）、生
活
支
援
事
業
「
お

た
す
け
隊
」（
随
時
）、
城
西
見
守
り
台
帳
作
成
と
活

用
（
随
時
）、三
世
代
交
流
城
西
公
園
整
備
（
年
３
回
）

と
三
世
代
交
流
行
事
（
昔
遊
び
や
伝
承
遊
び
）（
年
１

回
）
な
ど
で
あ
る
。

●
防
災
防
犯
部
会
の
活
動

　
防
災
防
犯
部
会
で
は
、
平
成
10
年
10
月
に
大
き
な

水
害
を
経
験
し
、
ま
た
「
災
害
は
い
つ
起
こ
る
と
も

分
か
ら
な
い
」「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

ろ
う
」
と
の
強
い
防
災
意
識
の
下
、
地
区
防
災
訓
練

や
防
災
マ
ッ
プ
作
成
、
城
西
地
区
防
災
計
画
作
成
と

見
直
し
、
ま
た
防
犯
研
修
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

●
ま
ち
づ
く
り
部
会
の
活
動

　
ま
ち
づ
く
り
部
会
で
は
年
間
通
し
て
城
西
地
区
の

寺
社
や
空
き
家
を
活
用
し
た
取
り
組
み
、
ま
ち
並
み

を
活
か
し
な
が
ら
地
域
活
性
と
観
光
振
興
を
目
指
し

た
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

城
西
観
光
マ
ッ
プ
を
作
製
や
土
産
物
開
発
、
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
、

ま
ち
あ
る
き
ツ
ア
ー
企
画
な
ど
で
あ
る
。
地
域
活
性

を
願
い
、
宵
祭
り
（
夏
季
）
や
雛
め
ぐ
り
（
３
月
）、

コ
ン
サ
ー
ト
（
不
定
期
）、
津
山
民
芸
協
会
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
朝
市
（
年
３
回
）

な
ど
も
実
施
し
て
い
る
。

　

令
和
３
年
に
は
、
宗
派
の
枠
を
超
え
、
城
西
地
区

の
寺
院
の
若
い
住
職
た
ち
が
「
城
西
若
僧
会
（
じ
ゃ

く
そ
う
か
い
）」
を
結
成
し
、
ガ
イ
ド
役
と
な
り
、
城

西
の
い
く
つ
か
の
寺
社
を
め
ぐ
り
な
が
ら
い
ろ
い
ろ

な
体
験
（
抹
茶・写
経
写
仏・座
禅
瞑
想
）
を
す
る
「
先

達
と
い
く　

お
か
げ
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
」
を
始
め
て
い

る
。
マ
ス
コ
ミ
や
雑
誌
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
ま
た
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
も
増
え
、
年
々
参
加
者
が
増
え
て
い
る

人
気
の
ツ
ア
ー
と
な
っ
て
い
る
。

まちばの寺子屋

城西地区防災訓練

三世代交流事業
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●
津
山
城
西
ま
る
ご
と
博
物
館
フ
ェ
ア

　
年
に
一
度
の
城
西
地
区
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
津

山
城
西
ま
る
ご
と
博
物
館
フ
ェ
ア
」
で
は
、
か
つ
て

手
仕
事
の
ま
ち
と
し
て
栄
え
た
城
西
地
区
の
賑
わ
い

を
感
じ
さ
せ
る
ク
ラ
フ
ト
市
や
模
擬
店
、
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
市
内
外
か
ら
大
勢
来
場
い
た
だ
い

て
い
る
。
そ
の
会
場
内
で
も
ひ
と
き
わ
目
立
ち
、
花

形
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
イ
ベ
ン
ト
の
メ

イ
ン
通
り
を
通
る
人
力
車
で
あ
る
。
毎
年
、
こ
の
イ

ベ
ン
ト
用
に
去
年
ま
で
は
人
力
車
を
レ
ン
タ
ル
し
て

い
た
が
、
今
後
の
城
西
地
区
の
観
光
の
起
爆
剤
と

な
っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
で
、
昨
年
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
資
金
を
集
め
、
城
西
地
区
自
前

の
人
力
車
を
購
入
し
た
。
２
年
前
よ
り
30
代
・
40
代

の
城
西
地
区
青
壮
年
が
「
城
西
人
力
車
隊
」
を
結
成

し
、
人
力
車
引
き
の
専
門
家
に
引
き
方
を
習
い
練
習

も
重
ね
て
き
た
。

  

「
城
西
若
僧
会
」
や
「
城
西
人
力
車
隊
」
と
い
っ
た

若
い
世
代
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
は
、
高
齢
化
の

進
む
城
西
地
区
に
と
っ
て
は
地
域
活
性
化
の
希
望
の

光
で
あ
り
、
高
齢
者
に
と
っ
て
も
元
気
を
も
ら
え
、

住
民
力
や
地
域
力
を
高
め
る
大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
事
業
と
連
携
し
、
こ
の
地
に
住
む
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
も
、
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
に
関
心
を
も
ち
、

愛
着
や
誇
り
を
も
つ
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
る
。

自
立
し
た
地
域
活
動
を
続
け
て
い
く

　
「
ひ
と
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り
」
を
合
言
葉
に
、
地

域
住
民
主
体
で
、
住
民
同
士
が
見
守
り
支
え
合
い
な

が
ら
、
日
々
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
資
金
面

で
の
自
立
し
た
地
域
活
動
を
続
け
て
い
く
た
め
の
拠

点
施
設
と
し
て
、
平
成
31
年
４
月
に
「
ま
ち
の
駅
作

州
民
芸
館
」
を
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
は
「
ま
ち
の

駅
城
西
浪
漫
館
」
の
運
営
を
行
い
、
２
館
の
ま
ち
の

駅
運
営
を
通
し
て
「
稼
ぐ
地
域
づ
く
り
」
を
進
め
て

い
る
。
今
年
度
は
特
に
こ
の
２
館
の
ま
ち
の
駅
が「
森

の
芸
術
祭　

晴
れ
の
国
・
岡
山
（
９
月
28
日
～
11
月

24
日
」
の
作
品
設
置
会
場
に
な
っ
て
お
り
、
市
内
外

か
ら
多
く
の
関
係
人
口
が
増
え
、
城
西
地
区
の
良
さ

を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
絶
好
の
機
会
と
考
え
、
住
民
一
丸
と

な
り
な
お
一
層
の
地
域
づ
く
り
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
高
め
て
い
る
。

（
城
西
ま
ち
づ
く
り
協
議
会　
事
務
局　
牧
原
裕
子
）

城西まるごと博物館フェアまちの駅運営（カフェ）

先達と行くおかげめぐり
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